
「
二
学
期
始
業
式

式
辞
」

ま
だ
ま
だ
暑
さ
は
続
き
ま
す
が
今
日
か
ら
二
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
昨
年
の
二
学
期
の

始
業
式
で
は
「
晴
れ
た
日
が
少
な
く
、
雨
や
曇
り
が
多
い
夏
で
し
た
」
と
い
う
こ
と
を
話
し
ま

し
た
。
今
年
は
逆
で
、
八
月
に
入
っ
て
二
度
大
雨
の
日
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
高
気
温
が
三
○

「

、

」

。

℃
を
超
す
真
夏
日
が
十
二
日
間
に
な
る
な
ど

雨
の
少
な
い

晴
れ
が
多
い
暑
い
夏

で
し
た

さ
て
、
夏
休
み
が
始
ま
っ
て
最
初
の
月
曜
日
に
、
先
生
方
対
象
の
救
急
蘇
生
法
の
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
救
急
蘇
生
と
は
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工
呼
吸
を
行
っ
た
り
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使

。

、

用
し
た
り
す
る
救
命
の
方
法
で
す

こ
の
救
急
蘇
生
法
の
研
修
会
は
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
が

年
に
一
回
は
し
て
お
か
な
い
と
「
い
ざ
」
と
い
う
時
に
す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
し
、
や
り
方
も
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
必
要
な
研
修
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

八
年
前
に
勤
め
て
い
た
山
辺
町
大
蕨
地
区
に
あ
る
中
中
学
校
（
閉
校
し
ま
し
た
）
で
は
、
先

な
か

生
方
だ
け
で
は
な
く
、
全
生
徒
（
十
数
名
で
す
が
）
も
一
緒
に
年
一
回
救
急
蘇
生
法
の
研
修
会

に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
保
護
者
の
多
く
は
山
か
ら
麓
に
下
っ
て
山
形
市
や
山
辺
町
な
ど
で
仕

事
を
し
て
い
る
た
め
、
日
中
、
家
で
頼
り
に
な
る
の
は
中
学
生
で
す
。
も
し
、
お
年
寄
り
が
倒

れ
た
ら
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
り
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
救
急
蘇
生
を
す
る
の
は
中

学
生
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
研
修
会
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
山
の
中

の
人
口
の
少
な
い
集
落
で
は
、
中
学
生
と
い
え
ど
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。
皆
さ

ん
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
是
非
、
研
修
会
を
受
け
て
救
急
蘇
生
法
を
知
っ
て
い
た
方
が
い
い
と
思

い
ま
す
。

救
急
蘇
生
は
救
急
車
を
呼
ん
で
到
着
す
る
ま
で
行
い
ま
す
。
い
か
に
早
く
救
急
蘇
生
を
始
め

る
か
に
よ
っ
て
救
命
率
は
違
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
命
が
助
か
っ
た
と
し
て
も
、
で
き
る
だ
け

早
く
救
急
蘇
生
を
し
た
場
合
の
方
が
脳
や
体
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
少
な
く
な
り
ま
す
。
か
な
り
体

力
が
い
り
ま
す
が
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
救
急
蘇
生
を
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。で

は
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
時
間
、
救
急
蘇
生
を
続
け
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
？
十
分
間
？
二

十
分
間
？
救
急
車
を
呼
ん
で
か
ら
到
着
す
る
時
間
は
、
五
中
で
呼
ん
だ
時
は
約
五
分
で
し
た
。

山
形
市
の
平
均
時
間
は
約
八
分
だ
そ
う
で
す
。
一
方
、
私
が
勤
務
し
て
い
た
頃
は
、
大
蕨
の
中な
か

中
学
校
ま
で
だ
と
三
十
分
以
上
か
か
り
ま
し
た
。
冬
は
も
っ
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
実
際
に

平
成
二
四
年
二
月
二
日
の
大
雪
の
と
き
は
、
救
急
車
要
請
か
ら
到
着
ま
で
一
時
間
四
十
分
か
か

第
五
号

五
中
だ
よ
り

山
形
市
立
第
五
中
学
校

平
成
三
十
年
八
月
二
十
八
日
発
行

り
、
残
念
な
が
ら
お
年
寄
り
の
方
が
助
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
救
急
車

が
き
て
く
れ
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
救
急
車
が
到
着
す
る
の
に
相
当
な

時
間
が
か
か
る
地
区
も
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
時
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
の
話
に
も
ど
り
ま
す
。
研
修
会
の
最
初
に
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
さ
れ
た
の
は
、

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
松
本
山
雅
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
練
習
中
に
急
性
心
筋
梗
塞
で
倒
れ
、
そ
の
ま
ま

ま
つ
も
と
や
ま

が

帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
「
松
田
直
樹
選
手
」
で
し
た
。
松
田
選
手
は
長
ら
く
横
浜
マ
リ
ノ
ス
と
日

本
代
表
で
活
躍
し
た
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
で
、
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
初
め
て
ブ
ラ
ジ
ル

を
破
っ
た
「
マ
イ
ア
ミ
の
奇
跡
」
の
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。
こ
の
松
田
選
手
の
死
は
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」

設
置
を
急
速
に
広
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
松
田
選
手
が
倒
れ
た
時
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

、

。

チ
ー
ム
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

松
本
山
雅
の
練
習
場
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

ま
つ
も
と
や
ま

が

「
も
し
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
れ
ば
松
田
選
手
は
助
か
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
大
き

く
報
道
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
は
必
要
だ
と
い
う
声
か
ら
、
す
ぐ
に
Ｊ
リ
ー
グ

を
は
じ
め
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を
義
務
づ
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
全
国
の
公

共
施
設
を
は
じ
め
多
く
の
場
所
で
新
た
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
五
中
に
も
Ａ
Ｅ

Ｄ
は
職
員
室
前
と
体
育
館
入
口
前
の
二
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
研
修
会
の
あ
と

「
こ
の
地
区
で
、
五
中
以
外
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ

、

う
か
？
」
と
い
う
探
究
心
が
メ
ラ
メ
ラ
と
わ
き
上
が
り
、
朝
の
学
区
見
回
り
の
時
に
調
べ
て
み

よ
う
と
や
り
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
入
口
な
ど
に
大
き
く
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
貼
っ
て
あ
る
施
設
は
す

ぐ
に
わ
か
る
の
で
す
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
表
示
が
見
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
か
な
り
大
変
な

作
業
に
な
る
の
で
、
す
ぐ
に
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
研
修
会
で
「
や
っ
ぱ
り
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
の
地
図
は
必
要
だ
」
と
改
め
て

思
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
皆
さ
ん
の
自
宅
で
家
族
が
倒
れ
心
肺
停
止
の
状
態
に
な
っ
た

時
、
救
急
車
を
呼
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ
と
で
救
命

率
が
高
ま
る
と
し
た
ら
、
皆
さ
ん
は
迷
わ
ず
救
急
蘇
生
を
や
る
と
思
い
ま
す
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
は
道
具
は
い
り
ま
せ
ん
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
ま
ず
家
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
近
所

に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
ら
、
す
ぐ
に
借
り
て
き
た
り

「
持
っ
て
き
て
！
」
と
頼
む
こ
と
が

、

で
き
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
校
長
の
私
が
調
べ
て
私
が
知
っ
て
い
る
だ
け
と
い
う
よ
り
も
、

皆
さ
ん
に
調
べ
て
も
ら
っ
て
、
皆
さ
ん
が
一
番
近
い
設
置
場
所
を
知
っ
て
い
た
方
が
絶
対
に
役

に
立
ち
ま
す
。

そ
こ
で
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
是
非
、
皆
さ
ん
の
自
宅
か
ら
一
番
近
い
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
を

調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
で
き
れ
ば
二
四
時
間
使
用
可
能
な
の
か
、
何
時
か
ら
何
時
ま
で
開
い

て
い
る
施
設
な
の
か
も
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
調
べ
た
結
果
を
私
に
教
え
て
く
だ

さ
い
。
校
長
室
前
の
廊
下
に
学
区
の
地
図
を
貼
っ
た
ボ
ー
ド
と
付
箋
紙
を
準
備
し
ま
す
。
自
主

的
に
「
施
設
名

「
使
用
可
能
な
時
間
帯
」
を
記
入
し
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
を
ま
と
め

」

て
「
五
中
学
区
Ａ
Ｅ
Ｄ
地
図
」
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
よ
い
よ
二
学
期
が
始
ま
り
ま
す
。
二
学
期
は
運
動
会
や
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
大
き
な

行
事
や
、
一
・
二
年
生
は
新
人
戦
が
、
三
年
生
は
自
分
の
進
路
実
現
に
向
け
て
の
本
格
的
な
取

り
組
み
な
ど
多
く
の
こ
と
が
待
っ
て
い
ま
す
。
自
分
か
ら
主
体
的
に
取
り
組
み
、
学
期
の
最
後

十
二
月
に
い
い
振
り
返
り
が
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
校
長

阿
部
善
和
）



１：達成している ２…ほぼ達成している

３：まだ達成していない ４…もっと積極的に

１　学校経営について

①学校は「五中生らしく、自立し誠実に生きる生徒の育成」を実践している。 好評価←　１ ＞ ２ ＞ ３ ＞ ４　→低評価

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 58 294 71 5 428 14 69 17 1 100

H29 16 71 11 4

②学校は、生徒の安心・安全を確保している。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 98 285 44 5 432 23 66 10 1 100

H29 24 65 9 2

③学校は、地域に根ざした学校づくりを推進している。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 88 292 46 4 430 20 68 11 1 100

H29 20 71 8 1

２　学習指導について

①学校は落ち着いた雰囲気で、ていねいで秩序ある学習指導を行っている。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 75 277 70 8 430 17 64 16 2 100

H29 17 67 20 5

②学校は「わかる授業」を進め、学力向上にきちんと取り組んでいる。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 63 236 112 17 428 15 55 26 4 100

H29 14 62 20 4

③学校は、生徒の勤労観、職業観を育成し、進路指導にがんばっている。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 71 261 86 9 427 17 61 20 2 100

H29 17 62 20 1

３　生徒指導について

①学校は、生徒一人一人を大切にし、きめ細かい指導を行っている。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 75 229 100 25 429 17 53 23 6 100

H29 15 59 22 4

②学校は、あいさつの励行や身だしなみの指導などにきちんと取り組んでいる。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 108 273 46 4 431 25 63 11 1 100

H29 26 64 8 2

③学校は、「いのち」の大切さと心身の健康の大切さを、よく指導している。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 77 273 64 15 429 18 64 15 3 100

H29 16 65 17 2

４　その他について

①学校は、授業や行事などを、保護者や地域に積極的に公開している。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 138 266 28 2 434 32 61 6 0 100

H29 33 61 6 0

②学校は、保護者や地域に、学校からのたより等で情報を積極的に伝えている。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 138 261 28 7 434 32 60 6 2 100

H29 35 60 5 0

　保護者アンケートへのご協力ありがとうございました。全校生徒の８割を超えるご家庭からアンケートをご提出いただき、まとめました。昨年
の同時期と「１：達成している」「２：ほぼ達成している」の評価項目合計を比較してみたところ、ほとんどの項目で±５ポイントになっておりまし
た。しかし、２-②「わかる授業」をすすめ学力向上に取り組んでいる、３－①一人一人を大切にし、きめ細かい指導を行っている、では、まだま
だ学校側の努力が必要なところとしてとらえ、今後も「確かな学力の定着」「一人一人を大切にした指導」を重点に取り組んで行きます。２学期
末にも同様のアンケートを行いますので、ご協力よろしくお願いします。
　また、文章でいただいた内容については、各学年で対応できる内容、各校務部で対応できる内容等をそれぞれ検討し、できるところから取り
組みます。また、来年度へ向けての改善内容等は学校として検討し、来年度の教育課程に生かしていきますので、よろしくお願いします。まず
は、「対応①」として左ページをご覧下さい。

学校評価 平成30年7月実施　　保護者アンケート結果
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今年度



躍
動
～
五
中
生
～

夏
休
み
中
の
大
会
等
の
結
果

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
五
十
七
回
山
形
県
大
会

七
月
二
十
九
日
（
日
）（
や
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル
）

銅
賞

吹
奏
楽
部

工
藤
紗
貴

細
谷
芽
生

向
田
衣
莉
奈

長
岡
朋
希

市
川
里
亜

金
成
紗
弥

後
藤
仁
希

佐
藤
聖
空

永
澤
結
愛
里

（
以
上
三
年
）

佐
藤
芽
生

高
橋
明
日
香

髙
橋
結
来

飯
野
亜
梨
朱

石
井

杏

大
沼
優
衣

村
形
歩
美

鑓
水
希
有

安
達
愛
菜

内
田
修
平

鎌
田
来
未

佐
藤

蓮
（
以
上
二
年
）

赤
松

葵

小
林
菜

（々
以
上
一
年
）

東
北
中
学
校
大
会
の
結
果

第
二
位

鈴
木
優
太
三
年
（
水
泳
男
子
四
○
○
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
）

鈴
木
優
太
三
年
（
水
泳
男
子
二
○
○
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
）

長
岡
愛
海
一
年
（
水
泳
女
子
一
○
○
ｍ
背
泳
ぎ
）

第
七
位

向
江

楓
三
年
（
総
合
七
位
、フ
ー
プ
七
位
、
ボ
ー
ル
七
位
）

◇
各
種
大
会
の
結
果
◇

中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
団
体
選
抜
山
形
市
予
選
会

第
二
位

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

カ
ス
カ
ワ
杯
天
神
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

山
形
地
区
卓
球
選
手
権
大
会

カ
デ
ッ
ト
の
部

十
四
歳
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝

出
沼
七
海
二
年

＜保護者アンケートへの対応について①＞

○下校途中ヘルメットをかぶらずに自転車に乗っている生徒を見かけました。自転車のヘルメット着用
をもう一度呼びかけた方がいいと思う。

→生徒登下校の安全に関してのご意見ありがとうございます。自転車通学生へのルール確認や部活動で自転
車を使用する場合は、担当教員や部活動顧問から指導・確認をしており、今後も実施します。今後、お気づ
きの時はすぐに学校へ連絡をいただくか注意していただければありがたいです。
○各家庭の責任でスマホを持たせているようですが、子供達の間では「スマホでライン」が当たり前の
ように思われているようです。それが普通でないことを子供達にしっかり教えて欲しいです。

→２年生は７月１３日（金）に「非行防止教室」を実施し、山形警察署生活安全課の方からインターネット等の危
険性を含む講話をしていただきました。例年、１年生は「ネットモラル」、２年生は「非行防止」、３年生は
「薬物乱用防止」を中心に、講話を実施しています。1学期の通知表配布にあわせて、PTA研修会「ｽﾏﾎ・
ケータイ安全教室」を実施し、保護者の方々へご家庭での情報モラル推進に向けた活動も行っています。
○先日学校へお伺いしましたが、先生方のあいさつが無く、先生が出来なければ子供達も出来ないと思
いました。

→ご指摘ありがとうございます。五中教職員が意識してあいさつの向上をできるよう改善していきます。
○普通学級と支援学級の交流がないと思う。保護者間の交流もない。運動会や合唱コンクールなど行事
での交流の仕方も再考が必要だと思います。

→今年度から、行事も含めてできるだけ交流学級に入って活動する場面を多くしています。運動会や合唱コン
クール等の行事他、個々の生徒の状況に応じて交流学級の授業にも入っています。
○部活動の有無に関わらず、水筒の持参を許可していただきたい。登下校の熱中症が心配です。
→７月下旬より、全家庭に対して「猛暑による熱中症対策について」というプリントを配布して改善しました。本
校は、冷房（教室、ホール）も有りますが、今年度の猛暑による熱中症への対応で実施しています。
○「いのちの大切さを学ぶ教室」を開催してほしい。
→３年生は９月１３日（木）に「広島被爆者伝承講話」、１年生は親子研修会で「かけがえのない命」をテーマに講
演会を実施予定です。また、「いのちの読み語り」を年７回実施して、いのち・思いやり・かかわりについて考
える機会をつくっています。
○午前授業のみで、弁当持参して下校の日は、弁当なしでも良いのではと思います。
→２学期以降検討してお知らせします。来年度の教育課程にも反映できるよう検討します。
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